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第６章　　道徳教育（「特別の教科　道徳」を含む。）

第１　編成要領改訂の趣旨と要点
　 　平成27年３月、文部科学省は学校教育法施行規則及び学習指導要領を一部改正し、「道徳」を
「特別の教科である道徳」（以下「道徳科」という。）と位置付けた。平成27年７月に公表された
小学校学習指導要領解説特別の教科道徳編では、これまでの道徳教育の課題について以下の例
を示した上で、これらの課題や実態を真摯に受け止めつつ、その改善・充実に取り組んでいく必
要がある。
　・　歴史的経緯に影響され、いまだに道徳教育そのものを忌避しがちな風潮があること
　・　他教科に比べて軽んじられていること
　・　読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導が行われる例があること
　 　そのため、小学校教育課程編成要領（道徳）の改訂に当たっては、これらの課題を踏まえなが
ら、各学校が指導計画の作成に、より創意工夫を生かせるよう心掛けたところである。
１　改訂の趣旨
　 　学校における道徳教育は、道徳科を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであり、道
徳科はもとより、各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応
じて、児童の発達の段階を考慮して、適切に行わなければならない。この道徳教育の基本的な考
え方は、これまでの考え方を引き継ぐものであり、今回の改訂は、このことを踏まえた上で改善
を図り、道徳教育を一層充実させようとするものである。
　　今回の改訂の趣旨は、次のとおりである。
　⑴　学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育とその要としての道徳科の役割を示す。
　⑵　そのための指導計画の作成と内容の取扱いを示す。
　⑶　道徳科の指導の在り方を明確にし、「考える道徳」「議論する道徳」を充実する。
　⑷　道徳教育を充実させるために必要な要点、配慮事項を示す。
２　改訂の要点　
　　今回の改訂の要点について、小学校学習指導要領に沿い、以下のとおり示す。　
　⑴　「第１章　総則」に関わって
　　ア 　道徳教育も道徳科も、その目標は「道徳性」を養うことである。その上で、道徳教育の目

標が、「自己の生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として他者と共に
よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うこと」と簡潔に示されたことを受け、その目
標を指導計画等に反映すること。

　　イ 　道徳教育は、道徳科を要として学校の教育活動全体で行うことから、校長の方針の下、道
徳教育推進教師が中心となって全体計画を作成して全教師が協力して行うこと。また、各教
科等で道徳教育の指導の内容及び時期を示すこと。

　　ウ 　豊かな体験の充実と、道徳教育がいじめの防止や安全の確保につながることを指導計画等
に反映すること。

　　エ 　道徳教育の全体計画や道徳教育に関する諸活動などの情報を積極的に公表し、家庭や地
域社会との共通理解を深め、相互の連携に努めること。

　⑵　「第３章　特別の教科　道徳」に関わって
　　ア 　道徳科の目標として、「道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面

的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習」と示されたことを、道徳科
の授業に反映すること。

　　イ 　内容項目の４つの視点について、「Ａ　主として自分自身に関すること」「Ｂ　主として人
との関わりに関すること」「Ｃ　主として集団や社会との関わりに関すること」「Ｄ　主とし
て生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」と、順序が改められたことを指導計画
や道徳科の授業に反映すること。

　　ウ 　それぞれの内容項目に付記された「Ａ　善悪の判断、自律、自由と責任」などの言葉を、
指導計画に反映すること。　

　　エ 　内容項目については、新たに加えられた項目等を指導計画や道徳科の授業に反映すること。
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　　オ 　指導計画の作成について、「一つの内容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの
工夫」が加えられたことを受け、年間指導計画等に反映すること。

　　カ 　児童が自ら道徳性を養う中で、自らを振り返って成長を実感したり、これからの課題や目
標を見付けたりすることができるような指導の工夫があること。    

　　キ 　児童が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する力などを育む
ための言語活動を取り入れること。また、指導のねらいに即して、問題解決的な学習や道徳
的行為に関する体験的な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法の工夫があること。

  
第２　指導計画の作成
１  基本的な考え方
　 　道徳教育における指導計画とは、「道徳教育の全体計画」、「道徳科の年間指導計画」及び「道
徳科学習指導案」をいう。各学校は道徳教育の充実を図るため、道徳科を道徳教育の要とした
「道徳教育の全体計画」「道徳科の年間指導計画」を作成する。
　　指導計画の作成に当たっての基本的な考え方は次のとおりである。
　⑴　道徳教育の指導体制
　　ア　校長の方針の明確化
　　　 　校長は、道徳教育の充実・改善を視野におきながら、関係法規や社会的な要請、学校や

地域社会の実情、児童の道徳性に関わる実態、家庭や地域社会の期待などを踏まえ、学校
の教育目標との関わりで、道徳教育の基本的な方針等を明示する。

　　イ　道徳教育推進教師を中心とした全教師による協力体制の整備
　　　 　道徳教育推進教師は、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育を推進する上で中心と

なり、校長の方針の下、全教師の参画、分担、協力の下にその充実を図る。機能的な協力体
制を整えるため、道徳教育推進教師の役割を明確にしておく必要がある。

　⑵　指導内容の重点化
　　ア 　各学年を通じて、自立心や自律性、生命を尊重する心や他者を思いやる心を育むことに配

慮する。
　　イ 　低学年では、挨拶などの基本的な生活習慣を身に付けること、善悪を判断し、してはなら

ないことをしないこと、社会生活上のきまりを守ることに配慮する。
　　ウ 　中学年では、善悪を判断し、正しいと判断したことを行うこと、身近な人々と協力し助け

合うこと、集団や社会のきまりを守ることに配慮する。
　　エ 　高学年では、相手の立場を理解して支え合うこと、法やきまりの意義を理解して進んで守

ること、集団生活の充実に努めること、伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と
郷土を愛するとともに、他国を尊重することに配慮する。

　　　 　それまでの学年における指導を踏まえ、中学校段階との接続も視野に入れ、特に国家・社
会の一員としての自覚を育てることに配慮する。

　⑶　豊かな体験活動の充実といじめの防止・安全の確保
　　ア 　教師と児童、児童相互の人間関係を豊かにするために、言語活動の充実を図るとともに、

共に語り合う場、学び合う場などを設け、児童を理解する機会や児童相互による道徳教育の
機会を増やす。また、教室や校舎、校庭などの物的環境は児童の道徳性を養うことに深く関
わることから、環境の整備に努めることが求められる。

　　イ 　児童の道徳性が養われるよう、集団宿泊活動やボランティア活動、自然体験活動など、
様々な体験活動の充実を図る。その際、児童に体験活動を通して道徳教育に関わるどのよう
な内容を指導するのか指導の意図を明確にし、実施計画にも明記する。

　　ウ 　日常生活においては、特に、いじめの防止や安全の確保といった課題についても、道徳性
を養うことで、自らの判断により、適切な行為を選択し、実践することができるようにする。

　⑷　家庭や地域社会との連携
　　ア 　学校は、道徳教育の方針を学校通信やホームページなどで家庭や地域社会に伝え、共通理

解を図り、協力を得るようにする。
　　イ 　学校は、懇談会、講演会、学校応援団会議など相互交流の場を設定し、家庭、地域社会

と連携して道徳教育の充実を図る。
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２　指導計画作成の手順・留意事項
　⑴　道徳教育の全体計画
　　ア　基本的な事項を把握する。
　　　・教育関係法規の規定、時代や社会の要請や課題、教育行政の重点施策
　　　・学校や地域社会の実態と課題、教職員や保護者の願い、児童の実態と課題　　　
　　イ 　校長の方針の下に、学校の教育目標を踏まえ、道徳教育の重点目標、各学年の重点目標を

設定する。
　　ウ　道徳教育推進教師を中心とした全教師による推進体制を示す。
　　エ　道徳科の指導方針を明確にする。
　　オ 　年間指導計画を作成する際の観点や重点目標に関わる内容の指導の工夫、校長や教頭等

の参加、他の教師との協力的な指導の方針を示す。
　　カ 　各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動などにおける道徳教育との相互

の関連性を明確にし、指導の方針、内容及び時期を示す。
　　キ 　学校の特色ある教育活動や豊かな体験活動、「規律ある態度」等における道徳教育との相

互の関連性を明確にし、指導の方針、内容及び時期を示す。
　　ク 　学級、学校の人間関係、環境の整備や生活全般における指導の方針を示す。
　　ケ　道徳教育がいじめの防止や安全の確保等の現代的課題につながるよう指導の方針を示す。
　　コ　家庭や地域社会、近隣の学校などとの連携や交流の在り方を示す。
　　サ　計画の実施及び評価・改善に関わる事項を記述する備考欄などを示す。
　　シ 　その他
　　　 　全体計画の別葉として、各教科等、特色ある教育活動、豊かな体験活動の指導内容と道

徳科の内容項目との関連を示す一覧表を作成する。全体計画を各学級において具現化し、教
師や児童の個性を生かした道徳教育の指針を示す「学級における指導計画」を作成すること
も考えられる。

　⑵　道徳科の年間指導計画
　　ア　全体計画に基づき、学年ごとの道徳科における指導の基本方針を具体的に示す。
　　イ 　道徳教育の重点目標、各学年の重点目標などを踏まえて、各学年で繰り返し指導する内容

項目を選定する。
　　ウ 　内容項目配当時数一覧表を作成する。
　　エ　主題名を付ける。
　　オ 　重点的な指導や複数時間の関連を図った指導ができるように、指導時期を考えて主題を配

列する。
　　カ　主題構成の理由は、ねらいを達成するために活用する教材の内容を踏まえ簡潔に示す。
　　キ　展開の大要及び指導の方法を示す。
　　ク　他の教育活動などにおける道徳教育との関連を示す。
　　ケ  年間指導計画の改善に関わる事項を記述する備考欄などを示す。
　　コ　その他
　　　 　校長や教頭などの参加や他の教師の協力的な指導の計画、保護者や地域の人々の参加・

協力の計画、「規律ある態度」との関連、「彩の国の道徳」、「家庭用彩の国の道徳」等の活用、
複数時間取り上げる内容項目の全体構想などを示す。また、時期、時数、ねらい、教材、学
習指導過程、指導方法の変更については、計画の弾力的な取扱いについて配慮する。

　⑶　道徳科の学習指導案
　　ア　ねらいを検討する。
　　イ　児童の実態を踏まえ、指導の重点を明確にする。
　　ウ　教材を吟味する。
　　エ　学習指導過程を構想する。
　　オ　その他　（次の観点から、多様な学習指導案を創意工夫していく。）
　　・問題解決的な学習の工夫　　・多様な教材の活用　　・保護者や地域の人々の参加や協力
　　・道徳的行為に関する体験的な学習等を取り入れる工夫
　　・特別活動の多様な実践活動を生かす工夫　・校長や教頭などの参加、他の教師との協力的な指導
　　・言語活動の充実を図り、言葉を生かし考えを深める工夫
　　・ねらいや児童の実態、教材の特質等に応じた指導方法の工夫
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第３　指導計画作成のための資料

１　全体計画
　 　全体計画は、学校における 道徳教育の基本的な方針を示すとともに、学校の教育活動全体を通
して、道徳教育の目標を達成するための方策を総合的に示した教育計画である。「内容及び時
期」「一覧できるもの」については、「別葉」にして加える必要がある。
　⑴　全体計画の例
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　⑵　全体計画作成上の創意工夫と留意点
　　ア　校長の明確な方針の下に道徳教育推進教師を中心として全教師の協力指導体制を整える。 
　　

　　イ　道徳教育や道徳科の特質を理解し、教師の意識の高揚を図る。　                   
　　

　　ウ　各学校の特色を生かして重点的な道徳教育が展開できるようにする。                 
　　

　　エ　学校の教育活動全体を通じた道徳教育の相互の関連性を明確にする。                  
　　

　　オ　それぞれの学級の特色を生かした学級における指導計画を作成する。                   
　　

　　カ　家庭や地域社会、学校間交流、関係諸機関等との連携に努める。
　　

　　キ　計画の実施及び評価・改善のための体制を確立する。
　　

　学校における道徳教育は、人格の基盤となる道徳性を養うものであり、学校の教育活動全体で指導
し、家庭や地域社会との連携の下に進めねばならないことから、特に教育課程の管理者である校長が
指導力を発揮し、道徳教育推進教師が中心となって全教師が全体計画の作成に積極的に参画するよう
体制を整える必要がある。以上から、学校の道徳教育の基本的な方針を全教師に明確に示すため、全
体計画の学校教育目標の直下に校長の道徳教育の方針を位置付ける。

　全教師が、道徳教育及び道徳科の重要性や特質について理解を深められるよう、関係する教育法規
や教育課程の仕組み、時代や社会の要請、児童の実態、保護者や地域の人々の意見等の基本的把握事
項について十分研修を行い、教師自身の日常的な指導の中での課題が明確になるようにする。そのこ
とを通して、全体計画の作成に関わる教師の意識の高揚を図ることができ、その積極的な活用につな
げることができる。

　全体計画の作成に当たっては、学校や地域社会の実態を踏まえ、各学校の課題を明らかにし、道徳
教育の重点目標や各学年の指導の重点を明確にするなど、各学校の特色が生かされるよう創意工夫す
ることが大切である。第１章総則第４の３の⑵には、今日的課題と学年段階ごとの発達上の課題を踏
まえて重点的な指導を行う観点が示されている。各学校においては、それぞれの実態に応じて、学年
段階ごとに第３章の第２の内容に示す内容項目の指導を通して、全体としてこれらの観点の指導が充
実するよう工夫する必要がある。

　各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動における道徳教育を、道徳科の内容との関
連で捉え、道徳科が要としての役割を果たせるよう計画を工夫することが重要である。
　また、学校教育全体において、豊かな体験活動がなされるよう計画するとともに、体験活動を生か
した道徳科が効果的に展開されるよう道徳科の年間指導計画等においても創意工夫することが大切で
ある。

　学校における道徳教育を効果的に行い、児童が自己の生き方についての考えを深め、よりよく生き
ようとする力を育てるには、学級における指導を充実させることが不可欠である。学級を担任する教
師は全体計画に基づいて学級における指導をどのように行うのかを具体的に計画し、見通しをもって
指導に当たることが大切である。

　全体計画を具現化するには、保護者、地域の人々の協力が不可欠である。また、近接の幼稚園や保
育所、小・中・高等学校、特別支援学校などとの連携や交流を図り、共通の関心の下に指導を行うと
ともに、福祉施設、企業等との連携や交流を深めることも大切であり、それらが円滑に行われるよう
な体制等と工夫することが求められる。その際、学校の道徳教育の全体計画や道徳教育に関する諸活
動などの情報を積極的に公表したり、道徳教育の充実のために家庭や地域の人々の積極的な参加や協
力を得たりするなど、家庭や地域社会との共通理解を深め、相互の連携を図ることが大切である。

　全体計画は、学校における道徳教育の基本を示すものである。したがって、頻繁に変更することは
適切ではないが、評価し、改善の必要があれば直ちにそれに着手できる体制を整えておくことが大切
である。また、全教師による一貫性のある道徳教育を推進するためには、校内の研修体制を充実させ、
全体計画の具現化や評価、改善に当たって必要となる事項についての理解を深める必要がある。
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　⑶　全体計画の別葉例（各教科等における道徳教育に関わる指導の内容及び時期）
　　 　重点内容項目との関連や各教科等の指導計画を作成する際の道徳教育の観点を記述する。
また、各教科等の方針に基づいて進める道徳性の育成に関わる児童の内容及び時期を整理して
示す。

　　　※　以下「ア、イ」を踏まえ、どちらかを各学校は作成していく。
　　ア　指導時期から見た別葉例
　　　 　指導時期ごとにまとめた一覧表とすることで、道徳科の授業を行うにあたり、本時の内容

項目について、他の教科領域においてどのような学習を行ってきたかの把握ができ、児童の
実態把握につながる。また、道徳科の授業を行うにあたり、道徳教育としては取り扱う機会
が十分でない道徳的価値に関わる指導を補うことや、指導をより一層深めること、相互の関
連を捉え直したり発展させたりすることに留意して指導に臨む際の目安とすることができる。
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　イ　内容項目から見た別葉例
　　 　内容項目ごとにまとめた一覧表とすることで、当校の重点目標に関わる内容項目の把握が明
確となる。

　　 　さらに各教科等において学習する機会の少ない内容項目を道徳科に補充したり、各教科等に
おける道徳教育を道徳科により効果的に深化したりするなど全教育活動における道徳教育と道
徳科の関連を深めることができる。

　　 　また各教科等において、教師が道徳の内容項目を意識して指導することは大切であり、指導
の意図を明確にしておくことが必要である。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

教科
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　⑷　全体計画の別葉例（学級における指導計画）
　 　学級における指導計画は、学級における道徳教育を充実させるためのものである。全体計画を
児童や学級の実態に応じて具体化し、学級において教師や児童の個性を生かした道徳教育を展開
するための指針である。作成に当たっては、学校や学年の道徳教育の方針を受け、学級担任が創
意工夫する。

４年○組の合言葉 
大切にします！キラキラこころ・ぽかぽかこころ
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２　年間指導計画
　 　年間指導計画は、道徳科の指導が全体計画に基づき、児童の発達段階に即して計画的、発展
的に行われるように組織された、全学年にわたる年間の指導計画である。
　⑴　年間指導計画の意義
　　ア　６年 間を見通した計画的発展的な指導を可能にする。
　　イ 　個々の学級において道徳科の学習指導案を立案する拠り所となるものであり、道徳科の授

業は年間指導計画に基づいて実施することが基本である。
　　ウ　学級相互、学年相互の教師間の研修などの手掛かりとなる。
　⑵　年間指導計画の内容
　　ア　各学年の基本方針を具体的に示す。
　　イ　各学年の年間にわたる指導の概要を示す。
　　　（ 指導の時期、主題名、ねらい、教材、主題構成の理由、学習指導過程と指導の方法、他

の教育活動等における道徳教育との関連、その他）
　⑶　学年別配当時間数一覧
　　 　年間の道徳科の時間に、各内容項目を何時間扱うのか、学年の重点目標や道徳教育の重点目
標に対応して時間を配当し、一覧表で示す。

　　　　学校の道徳教育の重点内容項目が［Ａ正直、誠実］［Ｂ親切、思いやり］Ｄ生命の尊さ］、
　　　　第５学年の重点内容項目が［Ａ個性の伸長］［Ｂ友情、信頼］の場合の学年別配当時間数一覧例

　　※　太線で囲ってあるのが、重点的に指導する内容項目です。

　⑷　学年別主題配列一覧表（第５学年の例）
　　主題配列一覧表は年間指導計画のいわば目次であり、年間を見通す際に活用することができる。
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　⑸　年間指導計画の例
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３　学習指導案
　⑴　学習指導案作成のポイント 
　　・　年間指導計画に位置付けられた主題を指導する。
　　・　児童や学級の実態に即して、教師自身の創意工夫を生かして作成する。
　　・ 　何をどのような順序、方法で指導し、評価し、主題に関連する本時以外の指導にどのよう

に生かすかなど、学習指導の構想を表現する。

　⑵　指導方法の工夫
　　・ 　問題解決的な学習などを取り入れ、課題を自分との関わりで見つめ、考え、話し合うこと

を通して、児童一人一人が課題に対する答えを導き出せるようにする。
　　・ 　体験的な学習などを取り入れ、教材に登場する人物等の言動を即興的に演技して考える役

割演技や実際に具体的な道徳的行為をすることによって、道徳的価値の意義について考えを
深められるようにする。
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【学習指導案例①】（読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習）

第６学年○組　道徳科学習指導案
 平成〇〇年〇月〇日（〇）第〇校時
 授業者　教諭　○○○○○

１　主題名　謙虚な心、広い心で　　内容項目［Ｂ　相互理解・寛容］

２　ねらい 　主人公に自分を重ねて考え、話し合うことを通して、謙虚な心をもつことの大切さを
理解し、広い心で相手の立場や考えを受け止めようとする態度を育てる。

　　教材名　「友とのトラブル」（出典：「彩の国の道徳」（高学年）『夢にむかって』県教委H22.2）

３　主題設定の理由
　⑴　ねらいや指導内容について
　　 　小学校５学年及び６学年の指導の観点は、「自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、謙

虚な心をもち、広い心で自分と異なる意見や立場を尊重すること。」である。
　　 　人は弱いものである。自分の立場を守るために、つい相手の失敗や過ちを責めたり、自分と
は違う意見や立場を受け入れることができなかったりしてしまう。相手に寛容な心をもって接
するためには、自分もそのような弱さをもっていることに気付き、自分は成長の途中であり失
敗することもあるということを自覚するなどして、自分自身を謙虚に受け止め、相手の過ちを
許す態度をもつことが大切だと考える。また、自分以外の相手から学ぶような広い心をもつこ
とも重要である。

　　 　指導に当たっては、自分と異なる意見や立場を尊重することで、相手の過ちなどに対しても
自分にも同様なことがあることとして謙虚な心、広い心で受け止め、適切に対処しようとする
態度を育てることが大切となる。

　⑵　これまでの学習状況及び児童の実態について
　　 　本学級の児童は、１学期の全校遠足の話合いの際、思いが強いあまりに自分の考えと違う相
手の意見を受け入れられないことや一方的に相手を責めてしまうことがあった。しかし、２学
期の運動会やおまつりなど、友達と共に行事を乗り越えていく中で、互いに意見を出し合い、
よいところを生かしながらクラスをまとめていくことで達成感を味わえた。

　　 　また、各教科・領域の学習で意図的に話合い活動の時間を設けることで、自分と友達の意見
を比べ、友達の考えのよいところを取り入れながら自分の考えを深めることができるように
なった。そこで、この授業を通して、さらに謙虚な心をもち、広い心で自分と異なる意見や立
場を尊重できるような態度を育てたい。

　⑶　教材の特質や活用方法について
　　　本教材は、「加奈」が携帯電話に振り回され、自分の都合だけで行動してしまう話である。
　　　本学級の児童の実態を受け、主に次の場面を中心に話し合うことにする。
　　　①唯の話を聞こうともせず、加奈が怒っている場面。
　　　　ここでは、相手の気持ちを考えず、感情的に怒っている加奈の気持ちに共感させる。
　　　②亜由美が加奈を訪ねて来た場面。
　　　　ここでは、亜由美の話を聞いた加奈がどんなことに気付いたのかを考えさせる。
　　　③「わたし、唯の家まで行ってくる。」と言って、唯の家の前まできた場面。
　　　　ここでは謙虚な心や広い心をもって相手と接することの大切さについて考えさせる。
　　　以上の理由から、本主題を設定した。
４　学習指導過程
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５　他の教育活動との関連　―略―

６　評価の視点
【物事を多面的・多角的に考えている様子】
　・主人公に自分を投影しながら考え、話し合っている。
【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】
　・謙虚な心をもち相手の立場や考えを受け止める意義について自分との関わりで考えている。

７　板書計画　―略―
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【学習指導案例②】（問題解決的な学習）

第４学年○組　道徳科学習指導案
 平成〇〇年〇月〇日（〇）第〇校時
 授業者　教諭　○○○○○

１　主題名　信頼する心　　内容項目［Ａ　友情・信頼］

２　ねらい 　主人公が直面する問題の解決策について根拠を明確にして話し合うことを通して、友
達としての在り方についての考えを深め、友達と互いに信頼し合い友情を深めていこう
とする態度を育てる。

　　教材名　「絵はがきと切手」　（出典：「道徳の指導資料とその利用３」文部省）

３　主題設定の理由（略）

４　学習指導過程
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５　他の教育活動との関連　―略―

６　評価の視点　―略―

７　板書計画　―略―
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第４　教育課程を充実させるために

１　校長の方針の明確化とは
　 　学校の道徳教育の基本的な方針を全教師に明確に示す。どのような子供を育成するのかを明ら
かにし、それを実現するための組織をつくる。このことにより、以下の効果が期待できる。　　
　⑴　全教師が道徳教育や道徳科の重要性について認識を深めることができる。
　⑵　学校の道徳教育の重点や推進すべき方向について共通理解し、具体的な指導が行える。
　⑶　道徳教育や道徳科の諸計画を作成、展開し、その改善充実を図っていく上での拠り所となる。
２　道徳教育推進教師の役割とは
　 　道徳教育推進教師とは、道徳教育の目標を踏まえ、道徳教育の全体計画を作成し、校長の方
針の下に、道徳教育の推進を主に担当する教師である。
　 　役割としては、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育を推進する上での中心となり、全教
師の参画、分担、協力の下に、その充実が図られるよう働きかけて行くことが望まれる。　
　 　なお、道徳教育推進教師については、その職務の内容に鑑み、校長が適切に任ずるとともに、
学校の実態に応じて人数等に工夫を加えるなどの創意工夫した対応が求められる。
　⑴　考えられる８つの役割
　　ア　道徳教育の指導計画の作成に関すること
　　イ　全教育活動における道徳教育の推進、充実に関すること
　　ウ　道徳科の充実と指導体制に関すること
　　エ　道徳用教材の整備・充実・活用に関すること
　　オ　道徳教育の情報提供や情報交換に関すること
　　カ　道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること
　　キ　道徳教育の研修の充実に関すること
　　ク　道徳教育における評価に関すること
　⑵　道徳科の指導体制を充実させるための役割例
　　ア 　特に効果的と考えられる場合は、実際の指導において他の教師などの協力を得るなど学校

全体の取組を促進していく。（推進者）
　　イ 　各担当者の積極的な取組を後方から支援し、各担当者がすすんで道徳科の授業を実施しや

すい環境を整える。（支援者）
　　ウ 　道徳科の授業を実施する上での悩みを抱えた教師の相談役となり、専門的な知識をもって

情報を提供し、助言する。（助言者）
　　エ 　校長の方針の下、各担当者が力を発揮できるよう、学校の教育活動全体を通じて行う道徳

教育の取組を調整する。（調整役）
３　道徳的実践につながる授業にするには
　　道徳科の特質を生かした、「考える道徳」「議論する道徳」の実施
　⑴　道徳性を養うために行う。
　　ア　道徳教育の要としての役割を果たす。
　　イ 　教師の一方的な価値観の押し付けや単なる生活経験の話合いなどに終始することのないようにする。
　　ウ 　指導の計画や方法を講じ、指導の効果を高める工夫をする。
　⑵　道徳的価値の意義及びその大切さの理解をする。
　⑶　道徳的価値の理解を基に物事を多面的・多角的に考えることができるようにする。
　⑷　自己の生き方についての考えを深めることを強く意識させる。
　⑸　道徳科の特質を生かした計画的・発展的な指導を行う。
　　ア　学校の諸活動で考える機会を得られにくい道徳的価値などについて補う役割（補充）
　　イ　道徳的価値の意味やそれと自己との関わりについて一層考えを深める役割（深化）
　　ウ 　道徳的価値に関わる諸事象を、捉え直したり発展させたりして、児童に新たな感じ方や考

え方を生み出すという統合としての役割（統合）
　⑹ 　児童が道徳的価値について主体的に考えることができるよう問題解決的な学習、体験的な学
習など多様な方法を取り入れた指導を行う。
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第５　道徳性を養うために行う道徳科における学習

　道徳科の目標を、「第１章総則の第１の２に示す道 徳教育の目標に基づき、よりよく生きるため
の基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面
的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的判断力、心情、実
践意欲と態度を育てる。」と、ある。
　この目標に迫るために、以下の道徳の特質を踏まえた授業を計画的・発展的に行い、道徳的な判
断力、心情、実践意欲と態度を養うことが求められている。

１　道徳的諸価値について理解する
　　道 徳的価値とは、児童がよりよく生きるために必要とされるもの、人間としての在り方や生き

方の礎となるものである。児童が将来、様々な場面に出会った際に、その状況に応じて自己
の生き方を考え、主体的な判断に基づいて道徳的実践を行うためには、道徳的価値の意義及
びその大切さの理解が必要となる。具体的には、価値理解、人間理解、他者理解を深める学
習とする。

　・ 価値理解：内容項目を人間としてよりよく生きる上で大切なことであると理解すること。
　・ 人間理解： 道徳的価値は大切であってもなかなか実現することができない人間の弱さなどを

理解すること。
　・ 他者理解： 道徳的価値を実現したり、実現できなかったりする場合の感じ方、考え方は一つ

ではない、多様であるということを前提として理解すること。
２　自己を見つめる
　 　具体的には、これまでの自分の経験やその時の考え方、感じ方と照らし合わせて、更に考えを
深めることである。このような学習を通して、道徳的価値の理解とともに自己理解を深める。
　・ 自己理解 ･･･  人間としてよりよく生きる上で大切な道徳的価値を自分のこととして考えたり、

感じたりすること。
３　物事を多面的・多角的に考える
　 　具体的には、児童が多様な考え方や感じ方に接することができるようにするために、児童が多
様な価値観の存在を前提にして他者と対話したり協働したりする学習となっていること。
４　自己の生き方についての考えを深める
　 　児童が道徳的価値の理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考えることを通して
形成された道徳的価値観を基盤として、自己の生き方についての考えを深めていくことができる
ようにすること。
５　道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる
　 　道徳性とは、人間としてよりよく生きようとする人格的特性であり、道徳教育は道徳性を構成
する諸様相である道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践意欲と態度を養うことである。具体的
には、日常生活や今後出会うであろう様々な場面、状況において、道徳的価値を実現するための
適切な行為を主体的に選択し、実践できるような内面的資質を育てること。
　・ 道徳的判断力： 様々な状況下において、人間としてどのように対処することが望まれるかを判

断する力。
　・ 道徳的心情： 道徳的価値の大切さを感じ取り、善を行うことを喜び、悪を憎む感情のこと。
　・ 道徳的実践意欲と態度： 道徳的心情や道徳的判断力によって価値があるとされた行動を取ろうとする傾

向性。
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第７章　外 国 語 活 動

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
　指導計画作成に当たっては、第５学年及び第６学年並びに中学校及び高等学校における指導との
接続に留意しながら、外国語活動の目標や基本的な理念を踏まえて行うようにする。また、学年ご
との目標を適切に定め、２学年を通じて外国語活動の目標の実現が図れるように配慮する。
⑴　外国語活動の目標（学 P154）
　

⑵　外国語活動の基本的な理念（ガイドブック基本編「小学校外国語教育（外国語活動・外国語）の基本理念」参照）
　

２　指導計画作成の一般的な手順（※  資料Ａと 資料Ｂは 第５章 第10節 外国語 の資料と対応している）
⑴　年間指導計画の立案（編 P184～185  資料Ｃ）
　（ガイドブック実践編「題材選定の仕方・教材の在り方」及び「年間指導計画の立案」参照）

　年間指導計画を作成する際には、以下の
点について留意する。
　ア 　自校の外国語活動の目標は、外国語活
動の目標・内容 （編 P150～152  資料Ａ）
を踏まえ、自校の学校教育目標、児
童・地域・学校の実態に合わせ、指導
の重点・努力点等を参考に設定する。

　イ 　コミュニケーションの場面（挨拶、
買い物、地域の行事等）やコミュニ
ケーションの働き（気持ちを伝える、
事実・情報を伝える等）を参考に活動
を整理し、学校行事等に関連付けて学
習できるよう配列し、年間指導計画を
作成する。

　ウ 　題材については、「児童の興味・関心」「他教科等の学習や学校行事等で扱う内容」「国際理
解及び自国理解」との関連について留意し選定する。

　エ 　教材・教具については、テキストやその付属の絵カードやデジタル教材を活用するとともに、
児童の意欲を喚起する実態に合った独自の教材の開発や工夫に努め、児童が主体的に学ぶ授
業の充実を図る。

　オ 　外国語活動では、「聞くこと」「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表］」の三領域につい
て体験的に学ぶ。これら三領域別の目標と関連付けた学年毎の「学習到達目標」（CAN-DOリ
スト） （編 P153  資料Ｂ）を設定する場合は、体験的に学ぶことから「～する」の表現で作成す
る。

　外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，
話すことの言語活動を通して，コミュニケーションを図る素地となる資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。

＊ガイドブック：文部科学省「小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック」のこと。

ア　外国語を用いたコミュニケーションを図る素地となる資質・能力の育成
イ　幅広い言語に関する能力の育成
ウ　外国語の音声や基本的な表現への慣れ親しみ

DC E

A

CAN DO B
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⑵ 　単元計画の立案（編 P183,186  資料Ｄ）
　（ガイドブック授業研究編Ⅰ外国語活動「単元・授業構成上の留意点」⑴参照）

　 　ゴール（本単元で目指す児童の姿）を明
確にし、ゴールから逆算して、１時間ごと
の目標を決め、活動を組み立てながら単元
を構成していく（バックワード・デザイン）。
　 　言語活動は「聞くこと」中心の活動から
「話すこと」へ、段階的にゴールへ向かう
構成とする。

⑶ 　１単位時間の授業計画（編 P187  資料Ｅ）
　（ガイドブック授業研究編Ⅰ外国語活動「単元・授業構成上の留意点」⑵参照）

　 　１単位時間の授業は、挨拶→ウォームアップ /導入 /復習→中心となる活動→振り返り→挨拶
が基本的な流れの例である。中心となる活動においては、「聞く活動」、「まねる活動」、「自ら発
話する活動」へと段階的に組み立てるとよい。
⑷　評価
　 　完成した年間指導計画は、学校行事や他教科等の学習内容または児童の発達の段階や興味・
関心に応じて、見直しや修正を行う。　
３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点（解P41, 42）
　　外国語活動における配慮として次のようなものが考えられる。
　ア 　音声を聞き取ることが難しい場合、音声のリズムやイントネーションを、教師が手拍子を打
つ、音の強弱を手を上下に動かして表す。

　イ　本時の活動の流れを黒板に記載する。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点（解 P36～38）
　　単元など内容や時間のまとまりの中で、以下の視点で授業改善を進める。
　ア 　主体的に学習に取り組めるよう学習の見通しを立てる、学習したことを振り返るなど、自身
の学びや変容を自覚できる場面をどこに設定するか。

　イ　対話によって自分の考えなどを広めたり深めたりする場面をどこに設定するか。
　ウ　児童が考える場面と教師が教える場面をどのように組み立てるか。
⑶　「教科等横断的」な視点（ガイドブック授業研究編Ⅰ外国語活動「授業研究の視点④」参照）
　 　他教科等や学校行事で得た知識や体験を、外国語活動の学習の中で適切に生かすために、相
互の関連について検討し、指導計画に位置付ける。

⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点（解 P42, 43）
　 　学級担任の教師又は外国語を担当する教師が指導計画を作成し、授業を実施するに当たっては、
ネイティブスピーカーや英語が堪能な地域人材などの協力を得る等、指導体制の充実を図るとと
もに、指導方法の工夫を行う。
⑸　「道徳教育の充実」の視点（解 P48, 49）
　 　道徳教育の全体計画との関連、指導内容及び時期等に配慮し、両者が相互に効果を高め合う
ようにする。
⑹　「外国語教育充実」の視点
　ア 　英語を初めて学習することに配慮し、簡単な語句や基本的な表現を用いながら、友達との関
わりを大切にした体験的な言語活動を行う。

　イ　外国語や外国の文化のみならず、国語や我が国の文化についても理解を深めるようにする。
　ウ 　コミュニケーションを行う目的、場面、状況などを明確に設定し、児童が学習の見通しを立
てたり、振り返ったりすることができるようにする。

　エ　児童にとって身近なコミュニケーションの場面を設定する。
　オ　教育機器などを有効活用し、児童の興味・関心をより高める。
　カ　言葉によらないコミュニケーション（ジェスチャーなど）の役割も理解させる。
　キ　文字については音声によるコミュニケーションを補助するものとして扱う。
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取
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図
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 資料Ｄ　単元計画（４時間）　
※　吹き出しは、「P181　３の指導計画作成にあたっての留意すべき事項」と対応している（※編P181　右上⑵単元計画の立案図参照）

 ( )   
  

Hello Song 
Activity My Rainbow” 

 
Let’s Watch and Think  

 
 
 
 

 
 

 
Let’s Listen  

 
Let’s Chant I like blue.( ) 
Goodbye Song 

 
 
 

(
) 

 
 
 

(
) 

  
Hello Song 
Let’s Sing The Rainbow Song 

 
 
 
 

 
I [like/don’t like]

.  
Let’s Listen  

Who am I? 

 
Let’s Chant I like blue.( ) 

 
Goodbye Song 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
) 

(
) 

  
  

 Hello Song 
Let’s Sing The Rainbow Song 
Let’s Chant I like blue.( ) 

 
Activity  

 
Goodbye Song 

 
 
 
 

(

) 
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 資料Ｅ　指導案１／４（1単位時間の計画）　
目標　多様な考え方があることに気付くとともに、色の言い方に慣れ親しみ、好きなものを表す表現を知る。

○本時の展開（1／4）　　※　吹き出しは、「P181　３の指導計画作成にあたっての留意すべき事項」と対応している

  
   
 Hello Song  
 Activity  

My Rainbow” 
 
 
 
 
 
 
 

 Let’s Watch and Think  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

( ) 

  
 

  
( )

  

 
 

 
 
 
 

 
What color is this? 

I like . 
I like .

Yes? No? 
You like . I like . 

I like . You like . 
 

 Let’s Listen  
  

 Let’s Chant I like blue. ( )  
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 Goodbye Song  

 

 ～埼玉県『主体的・対話的で深い学びの実現 ６則』より～ 

 

 

～埼玉県『主体的・対話的で深い学びの実現 ６則』より～ 

 

 (Hello Song) 
  
 Activity  
 Activity 2 
  
 (Goodbye Song) 

 



― 188 ―

第８章　総合的な学習の時間

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
　今回の学習指導要領改訂で、目標が新たに示された。
　

　総合的な学習の時間の指導では、「知識及び技能」が習得されること、「思考力、判断力、表現力
等」を育成すること、「学びに向かう力、人間性等」を涵養することが偏りなく実現されるように
することが大切である。
２　指導計画作成の一般的な手順　※次項の【図１】を参照。
　指導計画には、全体計画と年間指導計画とがある。全体計画は、総合的な学習の時間の教育活
動の基本的な在り方を示すものである。年間指導計画は、全体計画を踏まえ、学習活動や実施時期、
時数等を示すものであり、具体的には１年間の時間的な流れの中に単元を位置付けて示すとともに、
必要に応じて他教科等との関連も書き入れていく。目標及び内容、学習活動、指導方法や指導体制、
学習の評価の計画等については、全体計画と年間指導計画のどちらかにおいては、明示する必要が
ある。
３　指導計画作成に当たって留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点
　 　障害等のある児童などについては、学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指
導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点
　 　探究の過程（①課題の設定→②情報の収集→③整理・分析→④まとめ・表現）を一層質的に
高めていくこと。「主体的な学び」には、課題設定と振り返りが重要であること。「対話的な学
び」には、多様な他者と力を合わせて課題の解決に向かうことが欠かせないこと。多様な他者と
対話することは、①他者への説明による情報としての知識や技能の構造化、②他者からの多様な
情報収集、③他者とともに新たな知を創造する場の構築と課題解決に向けた行動化への期待、と
いった価値があること。このように、探究的な学習の過程を一層質的に高めていくことが、「深
い学び」につながること。
⑶　「教科等横断的」な視点
　 　他教科等及び総合的な学習の時間で身に付けた資質・能力を相互に関連付け、学習や生活に
おいて生かし、それらが総合的に働くようにすること。その際、言語能力、情報活用能力など全
ての学習の基盤となる資質・能力を重視すること。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点
　 　学校の教育目標を教育課程に反映し具現化していくに当たっては、これまで以上に総合的な学
習の時間を教育課程の中核に位置付けるとともに、各教科等との関わりを意識しながら、学校の
教育活動全体で資質・能力を育成するカリキュラム・マネジメントを行うこと。また、年間指導
計画の中に児童の学習活動を支援してくれる団体や個人を想定し、学習活動の深まり具合に合わ
せて、いつでも連携・協力を求められるよう、日頃から関係づくりをしておくこと。さらに、学
校と保護者とが育成を目指す資質・能力について共有しておくこと。

　探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題
を解決し，自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
⑴ 探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる
概念を形成し，探究的な学習のよさを理解するようにする。
⑵ 実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，
まとめ・表現することができるようにする。
⑶ 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極的に
社会に参画しようとする態度を養う。
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⑸　「道徳教育の充実」の視点
　 　道徳科と総合的な学習の時間は、それぞれの目標、内容を有するものであるが、どちらも児童
が自己の生き方を考えることにつながるものであること。児童の道徳性がより発展的、調和的に
育っていくよう、道徳科と総合的な学習の時間における道徳教育との関連を図り、全体として道
徳教育を充実していく必要があること。
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第２　指導計画作成のための資料

１　全体計画例
　ここでは、全体計画を作成する上での具体的な例を示す。
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２　年間指導計画例
「幼稚園児との交流と幼稚園児に関わる人々の思い」「身近な環境問題と自分たちの暮らし」～児童の興味・関心に基づく課題～

○○小学校　第４学年　年間指導計画　『みんな　なかよし　プロジェクト』『○○小 リサイクル部』

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力
・課題の解決に必要な知識及び技能を身に付けることができる。
・体験を通して得た情報や、他者からの情報を基にして自ら課題を設定できる。
・探究的な学習に主体的・協働的に取り組むことができる。

□

□

□

□
 
□

□
□

□

□
□

□

□
□

□
□

□

□

□

□

□

□

□
 

□
□
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「食をめぐる問題とそれに関わる地域の農業や生産者」～地域や学校の特色に応じた課題～

○○小学校　第５学年　年間指導計画　『○○まち探検隊～すごいぞ○○の野菜』

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力
・ 探究課題に対して多面的な視点で探究活動を行うことで、地域の特徴やよさに気付き、探究課題に対す
る自分なりの概念形成をすることができる。
・食をめぐる問題とそれにかかわる地域の農業や生産者について、その努力や工夫に気付くことができる。
・調査して得た情報を基に、比較・分類等の思考を駆使して整理・分析することができる。

□
□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□
□

□

□

□

□
□
□
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「安心・安全な町づくりへの地域の取組と支援する人々」～横断的・総合的な課題～

○○小学校　第６学年　年間指導計画　『知ろう！守ろう！わが町の安全』

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力
・ 探究課題に対して多面的な視点で探究活動を行うことで、地域の特徴やよさに気付き、探究課題に対す
る自分なりの概念形成をすることができる。
・ 安心・安全な町づくりへの地域の取組と支援する人々について、その努力や工夫に気付くことができる。
・ 探究的な学習を基に、「自分にできることは何か」の視点をもって活動したり、自分の思いや考えを振り
返り今後の自分について考えたりすることができる。

□
□

□
)

□

□

□

□ □
□

□

□
□

□
□
□

□
□

□

□

□
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３　単元計画作成のポイント
⑴　単元計画作成の基本的な考え方
　 　総合的な学習の時間では、児童にとって意味のある課題の解決や探究的な学習のまとまりとなるよ
うに単元を計画することが大切である。学習活動の展開においては、育成を目指す資質･能力が育ま
れるように、児童が自ら課題を解決する過程を想定して単元の計画を立てなければならない。
⑵　単元計画作成の留意事項
　〈児童の関心や疑問をとらえ、単元計画につなげていくための三つの留意点〉
　ア 　児童の関心や疑問は、その全てを本人が意識しているとは限らず、無意識の中に存在している部
分も多いと捉えること。（解Ｐ95）

　イ 　児童の関心や疑問とは、児童の内に閉ざされた固定的なものではなく、環境との相互作用の中で
生まれ、変化するものと捉えること。（解Ｐ95）

　ウ 　児童にとって切実な関心や疑問であれば何を取り上げてもよいわけでなく、総合的な学習の時間
において価値ある学習に結び付く見込みのあるものを取り上げて単元を計画すること。（解Ｐ96）

　〈児童主体の学習活動の中で、資質･能力を育成するための二つの留意点〉
　ア 　学習の展開における児童の意識や活動の向かう方向を的確に予測することである。そのためには、
まず児童の立場で考えること。次に複数の教員で予測を行い、意見が異なった点については慎重
に検討すること。また、タイプの異なる児童を想起し、「この児童であればこの場面ではこう考える
のではないか」などと、可能な限り具体に即して丁寧に予測することなどが重要である。

　イ 　十分な教材研究をすること。総合的な学習の時間においては、児童にとって意味のある問題の解
決や探究的な学習活動のまとまりを基に単元を構成するので、その活動の過程において取り扱う内
容は一つとは限らない。一つの単元の中で複数の内容が見込まれることも考えられる。したがって
教材研究においても、できるだけ幅広く拡散的に思考を巡らせていくことが重要である。

⑶　単元計画としての学習指導案
　〈１単位時間の指導計画の作成について〉
　 　単元の指導計画を基に、他者と協働して問題解決したり、言語により分析しまとめたりするなどの
学習活動を工夫し、自己の考えがもてるようにする。特に、課題設定の場面で見通しやゴールのイ
メージをもつこと、整理・分析場面で考えるための技法を活用すること、振り返りにより変容を自覚
し次に生かすことなど、主体的・対話的で深い学びを実現するために探究のプロセスを一層重視する。
　〈単元の計画を具体的に表現するために学習指導案に位置付ける項目〉
　ア　単元名
　　 　児童の学習の姿が具体的にイメージでき、学習の高まりや目的が示唆できるような単元名にする
ことが大切である。

　イ　単元目標
　　 　各学校の目標や内容を視野に入れ、中核となる学習活動を基に構成することが大切であり、どの
ような学習を通して、どのような資質･能力を育成することを目指すのかを明確に示す必要がある。

　ウ　児童の実態
　　 　目標を実現するにふさわしい探究課題、探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・
能力について、どのような実態であるかを把握することが欠かせない。また、中核となる学習活動
について、どのような経験をもっているのかも明記することが必要である。

　エ　教材について
　　 　教材とは、児童の学習を動機付け、方向付け、支える学習の素材のことであり、単元計画の中
に教材について記すに当たっては、教材の紹介にとどまらず、児童がその教材に出会うことによっ
て学ぶ学習事項について分析し、教材のどこに価値があるのかを具体的に記すことが大切である。

　オ　単元の展開
　　 　目標を実現するのにふさわしい探究課題、探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資
質・能力、児童の興味･関心を基に中核となる学習活動を設定する。

 
　単元の学習を通して、獲得させたい「概念的な知識」、期待する「思考力、判断力、表現力等」や
「学びに向かう力、人間性等」の伸長を明確にし、児童の興味･関心から始まる学習活動の連続が、探
究的な学習活動となるよう単元を構想しなければならない。
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４　単元計画例
⑴主体的・対話的で深い学びの実現を図る視点から指導を工夫した例
◯　単元名「ぼくらの商店街、パワーアップ大作戦！！」（第３学年）４月～３月　（70時間）
◯　単元目標
　・ 商店街との関わりを通して、商店街の歴史や変化、店員・客の行動や気持ちを解釈し、学習の
筋道を立てることができる。 【知識及び技能】

　・ 情報収集した事柄を基に、新しい概念が形成され、それに基づいてよりよい解決をしようと考
え、判断し、自分なりの表現ができる。 【思考力、判断力、 表現力等】

　・ 人との関わりを通して、よりよい解決をしようとしたり、生活に結び付けて考えたりするとと
もに、自己の成長に気付くことができる。 【学びに向かう力、 人間性等】

◯　児童の実態（省略）
◯　教材について
　　 　正門から駅までの500m の間に個人店がある。２年生の生活科で町探検をしているため存在
は認識しているが、商店街に対してあまり関心がなく、自分の住んでいる街に対して意識が低
い。そこで、自分の住んでいる町にある商店街を学習することを通して、地元のすばらしさを
実感し、自分の住んでいる町に誇りをもち、地元に愛着がわくことを願い、本単元を設定した。

　　 　１年間同じテーマで学習を進めていくためには、１年間もち続ける課題を子供たち自身で見
つける必要がある。課題を見付けるために試行錯誤させ、子供たちの納得いく課題に出会わせ
るようにする。また、グループで店を担当することで情報の広がりをねらった。そして、自分
なりの学習の筋道が得られるように、活動の後には必ず話合いを設定し、学びを深めるように
する。

◯　単元に関する具体の評価規準（省略）
◯　指導計画　　※「課題」：課題の設定　「情報」：情報の収集　「整理」：整理・分析　「表現」：まとめ・表現
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課題解決の方法: 
「旗を作って、商店街をパワーアップさせよう」 

単元の課題：にぎやかな商店街を取り戻すため
に、パワーアップさせよう 
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⑵　探究の過程 (スパイラル )を意識して指導を工夫した例
◯　単元名「お米で広がるぼくらの世界」(第５学年 )４月～12月　（45時間）
◯　単元目標
　・ 体験活動と整理・分析活動を連動して協働的に活動することを通して、課題解決のための一連
の学習を学び、米に対する自分なりの概念を形成することができる。 【知識及び技能】

　・ 探究課題に対して多面的な視点から繰り返し関わりながら課題を発見したり、関連付けや比較
等をしながら整理・分析したりすることができる。 【思考力、判断力、表現力等】

　・ 米に関する自分なりの概念を形成するとともに自分の生活を振り返り、どうやって米と付き
合っていくのかを考え実行することができる。 【学びに向 かう力、人間性等】

◯　児童の実態（省略）
◯　教材について
　 　日本人にとって、歴史的に米飯は食生活で欠かせない存在である。しかし、近年の消費量や生
産量は約50年前と比べて半減しており、稲作農家に至っては５分の１にまで減少している。
　 　本単元では、「このままだと自分たちが大人になった時に稲作がもっと衰退してしまうかもし
れない」という危機感の基で学習を進める。ただし稲作が全く無い本校地域の実態を生かし、
「お米の消費を増やすためには？」として稲作から漬け物作りに学習活動を広げていく。そのた
めに『体験活動を繰り返し行うこと』『体験活動を含めた情報の収集後は必ず整理・分析活動を
行うこと』により、課題を更新しながら探究的な活動がスパイラルに発展していくことに留意し
て学習を進めていく。
　 　また、「お米に合うとは何か」「自分にとって日本の食はどんな存在か」等の概念に関する問い
を定期的に記していくことで、児童個々の学びの深まりを見ていくようにする。
◯　単元に関する具体の評価規準（省略）
◯　指導計画　　※「課題」：課題の設定　「情報」：情報の収集　「整理」：整理・分析　「表現」：まとめ・表現
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第９章　特　別　活　動

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考 え方
⑴　学校の創意工夫を生かす 
　 　各学校において、学校の伝統や歴史、経営方針や重点目標、地域のよさや特性等を積極的に
生かすなど工夫して、特色ある特別活動の指導計画を作成することが重要である。
⑵　学級や学校の実態や児童の発達の段階などを考慮する
　 　学級や学校、地域の実態、集団の状況及び児童の発達の段階（「発達課題」、「学校生活におけ
る集団活動の発達的な特質」、「発達に即した指導のめやす」など）を考慮する。
⑶　各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時間などの指導との関連を図る 
　 　カリキュラム・マネジメントの観点に立ち、各教科等で育成された資質・能力が特別活動で十
分に活用できるようにするとともに、特別活動で培われた資質・能力が各教科等の学習に生かさ
れるように関連を図ることが大切である。
⑷　児童による自主的、実践的な活動が助長されるようにする 
　 　学級活動⑴や児童会活動、クラブ活動では、自発的、自治的な活動を一層効果的に展開し、自
主的、実践的な活動が助長されるようにする。また、学級活動⑴に重点を置き、より多くの活動
の機会を設けることができるような計画を作成する。学級活動⑵、⑶や学校行事では、教師の適
切な指導の下、計画や運営に児童の自主的、実践的な活動を可能な限り取り入れるよう工夫する。
⑸　家庭や地域の人々との連携、社会教育施設等の活用などを工夫する 
　 　体験を通して学ぶことを重視する特別活動の特質に鑑み、家庭や地域との交流を深め、その教
育力の活用を図ったり、地域の自然や文化・伝統を生かしたり、社会教育施設等を活用したりす
ることが大切である。

２　指導計画作成の一般的な手順

※　全体計画及び年間指導計画は、評価し、改善を図り、次年度の計画に反映させる。
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３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点
　 　学びの過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の意図、手立てを明確にし、個々の
困難さに応じた指導内容や指導方法を工夫する。必要に応じて、個別の指導計画を作成し、必要
な配慮を記載する。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点
　 　特別活動において、よりよい人間関係の形成、よりよい集団生活の構築や社会への参画及び自
己実現に資するよう、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて授業改善を推進する。そのため
に、特別活動の目標の具現化に向け、児童が「集団や社会の形成者」としての見方・考え方を働
かせていけるよう、指導計画を作成する。
⑶　「教科等横断的」な視点
　 　各教科等の特質に応じて育まれた資質・能力を、実践的な集団活動を通して、統合的で汎用的
な力に変え、キャリア教育の充実を図るという視点からも、実生活で活用できるようにすること
が大切である。学級経営の充実に資する特別活動の積み重ねが、学校文化を創造し、各教科等
での主体的・対話的で深い学びを支え、そこで培われた資質・能力が、特別活動の充実にもつな
がる。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点　
　 　児童の主体的な活動を指導する具体的な方策や、自校の実践を地域社会と共有することが大切
である。また、学校が意図的、計画的な教育活動の一環として、学校内外において多様な他者と
交流し、協働して活動できる機会と場を設定することが大切である。
⑸　「道徳教育の充実」の視点
　 　特別活動における道徳性の育成を目指して、道徳教育の内容との関連を考慮する。特に、「集
団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、
互いのよさや可能性を発揮しながら直面する課題を解決する」という特質を生かし、道徳的実践
の指導の充実を図る。
⑹　内容の取扱いについての配慮事項
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 第２　指導計画作成のための資料

１　特別活動全体計画例
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２　学級活動の年間指導計画
⑴　学級活動で取り上げる活動例

⑵　学級活動の各活動における学習の過程例
　 　１単位時間の指導計画は、事前及び事後の活動を含めた一連の活動の過程等についての見通
しを示すことが大切である。
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⑶　発達の段階に即した指導のめやす（以下のような姿になるよう適切に指導する）
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⑷　学校で作成する学年別年間指導計画例　４年生

〈留意事項〉○ 学級活動で示された内容は、いずれの学年においても必ず取り扱うとともに、１単
位時間で指導する。
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⑸　学級ごとに作成する年間指導計画例
○○市立○○小学校　第４学年２組　学級活動年間指導計画

〈留意事項〉○学期末に指導目標をもとにして、個と集団の評価を実施する。
　　　　　　○学級活動における自発的、自治的な活動を中心として学級経営の充実を図るようにする。

 

 

 



― 208 ―

３　児童会活動
　⑴　児童会活動の活動内容と組織例

　⑵　児童会活動の年間指導計画例

〈留意事項〉
　○集会等活動においては、各学級の関わり方等について、学級経営との関連を図る。【３⑶】
　○学校行事の計画の一部を担う場合は、児童の負担過重にならないようにする。
　⑶　代表委員会
　　ア　代表委員会の年間指導計画例

〈留意事項〉
　○児童の実態や発達の段階を考慮し、自主的、実践的な活動が助長されるようにする。
　○学級代表が参加しない低学年の児童も計画や運営に関わることができるよう、活動を工夫する。
　　イ　代表委員会の活動例 

〈留意事項〉
　○ 学級代表は高学年が中心となるが、学校規
模によっては、中学年児童の参加も考えら
れる。

　○ 代表委員会と各委員会を同じ時間に行うこ
とのないよう実施の在り方を工夫する。

　※１　 クラブの代表については、必要に応じて招集する
　※２　 規模の大きい集会については、１～２単位時間程度

で実施する
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⑷　委員会活動
　ア　委員会活動の年間指導計画例

〈留意事項〉
　○ 児童による自主的、実践的な活動の充実を図るため、児童数や学級数、指導に当たる教職員組
織、施設、設備などの学校の実態を考慮し、創意工夫して指導計画を作成する。

　イ　教師が作成する図書委員会の年間指導計画例 

〈留意事項〉
　○ 教師が作成する指導計画は、児童の活動として取り上げるべき具体的な内容、方法、時間等の基
本的な枠組みとし、それを基に児童の手により具体的な活動計画が立てられるようにする。【３⑵】

　○児童が作成する活動計画には、年間活動計画と１単位時間の活動計画などがある。
⑸　児童会集会活動
　ア　児童会集会活動の年間指導計画例

〈留意事項〉
　○ 集会は教師の適切な指導の下、異年齢集団による交流のよさを一層重視し、児童の発意・発想を
生かして計画・運営するとともに、全ての児童が主体的に参加できるように配慮する。【３⑴】

　○ 児童が作成する１単位時間の活動計画は、活動名、日時、ねらい、活動内容、準備、分担等を入れる。
　○ 集会の形態としては、全校児童、複数学年の児童、同一学年の児童で行われるものなどが考えられる。
　イ　児童会集会活動の活動例
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４　クラブ活動
⑴　クラブ活動の組織づくり

〈留意事項〉
　〇 クラブへの所属については児童の興味・関心を大切にし、異年齢による自発的、自治的な活動
が効果的に展開できるように教師の適切な指導の下に決める。

　〇 クラブ活動を組織するに当たり、指導教師の数や施設、地域の実態などを考慮するとともに、
安全面に配慮するなど十分な検討を行い、実施するようにする。

⑵　クラブ活動の年間指導計画及び活動計画例
　ア　クラブ活動の年間指導計画例

（留意事項）
　〇 家庭や地域の人々の協力を得たり、社会教育施設等を活用したりすることに努める。【３⑷】
　〇 児童の自発的、自治的な活動を効果的に展開するため、年間や学期ごと、月ごとなどに適切な
授業時数を充てるものとする。

　〇 年間の活動のまとめとして、全校児童や地域の人々の前で「クラブ発表会」を行うことが考えられる。
　　この発表会を次年度にクラブを選択する際のオリエンテーションの機会とすることも考えられる。【３⑶】
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　イ　教師が作成する室内スポーツクラブの年間指導計画例

（留意事項）
　〇 指導目標を明確にし、児童の発達の段階や学校、地域の実態に即して、各クラブ担当の教師が作成する。
　〇 多面的な評価を行うために、担当するクラブの児童に積極的に関わるとともに、各学級の児童
の情報交換を適宜行い、共通理解を図る。

　ウ　児童が作成する手芸調理クラブの活動計画例

〈留意事項〉
　〇 クラブ活動は共通の興味・関心を追求する自発的、自治的な活動であるため、教科色の強い活
動となることのないように、また、活動が児童の負担過重にならないように十分配慮する。

　〇 児童が作成する活動計画に示す内容は、目標や各月などの活動内容、準備物、役割分担などが
考えられる。 

　〇 活動を振り返り、新たな目標や課題がもつことができるように児童自身の自己評価や成員相互
による評価を適切に行う。

　〇 活動計画の作成に当たり、食品を取り扱う際には、担当者が事前にアレルギーをもっている児童を
把握するとともに、危険が及ばないように十分材料の確認を行う等、健康や安全に十分に配慮する。
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５　学校行事
　⑴　学校行事の年間計画例

〈留意事項〉
　〇 学校行事の計画は、１年間を見通し、特定の時期に行事が集中しないように配慮する。また、５つの内容について、
すべての学年で取り組むことができるように配慮し計画する。

　〇 幼児、高齢者、障害のある人々との触れ合いや、自然の家等の社会教育施設を活用した自然体験や社会体験などを
積極的に取り入れる。【３⑷】 

　〇 「林間学校（総合で５時間）」とは、指導計画の中に、総合的な学習の時間（課題解決に向けた探求活動）を５時間
行うことを意味する。

　〇 文化的行事の学習発表会には、展覧会、音楽会なども考えられる。芸術鑑賞会には、演劇、音楽等の芸術に触れる
ことが考えられる。また、勤労生産・奉仕的行事には、飼育活動、栽培活動なども考えられる。　

　⑵　学校行事年間指導計画例

〈留意事項〉
　〇 学校行事の年間指導計画では、行事ごとの大まかなねらい、内容等について年間を通して見通せるようにする。詳
細については、各行事の指導計画で立案する。

　〇 各教科等で身に付けた資質・能力などを学校行事においてよりよく活用できるようにしたり、学校行事で身に付け
た資質・能力を各教科等の学習に生かしたりできるように配慮する。【３⑶】
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⑶　各行事の指導計画例
ア　儀式的行事「入学式」の指導計画例
　１　ねらい
　　〇 入学式の意義を理解し、ふさわしい参加の仕方や気品のある行動の仕方を身に付けるようにする。
　　〇 新しい生活への希望や意欲につなげるように考え、入学式において、規則正しく行動できるようにする。
　　〇 入学式への参加を通して、これからの学校生活への希望や意欲をもって臨もうとする態度を養う。
　２　実施計画
　　⑴期日 ４月〇日（〇）時間〇：〇〇～〇：〇〇　　⑵場所　体育館
　　⑶参加学年 １、６年　　⑷役割分担・事前の準備と教師の役割（略）
　３　指導内容
　　⑴事前指導
　　　〇入学式参加の指導 〇国歌の練習 〇歓迎の言葉・歌の練習 〇入学式準備の児童の活動
　　⑵展開

　　⑶事後指導　〇新入児童への指導　〇参加しなかった学年への指導　〇参加児童への指導
　４　評価規準（略）
　〈留意事項〉
　　〇 国旗は、国旗掲揚塔及び式場内の正面に掲揚し、国歌は、前年度より音楽科の学習との関連

を図り、指導し、歌えるようにする。

イ　健康安全・体育的行事「避難訓練」の指導計画例
　１　ねらい
　　〇 訓練の意図を理解し、非常事態（竜巻）での身の守り方や必要な行動の仕方を 身に付けるようにする。
　　〇 安全に避難し、身を守る方法について考え、他者と協力して適切に判断し、行動できるようにする。
　　〇 訓練を通して、防災に対する意識を高め、日常生活に生そうとする態度を養う。
　２　実施計画
　　⑴期日　９月〇日（〇）第２校時　　⑵場所　各教室 
　　⑶参加学年　全学年　　　　　　　　⑷役割分担（略）
　３　指導内容
　　⑴事前指導　〇避難経路、避難場所、避難の仕方の確認　〇竜巻についての指導
　　⑵展開

　　⑶事後指導　〇各学級における振り返り【３⑵】
　４　評価規準（略）
　〈留意事項〉
　　〇 地域の環境や地形、自然災害等に応じた避難訓練や地域住民と共同して実施する防災訓練

などは特に重視して行う。【３⑷】
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【付録】

埼玉県小学校教育課程編成要領改訂の趣旨と方針

１　埼玉県小学校教育課程編成要領改訂の趣旨
　 　今回、国における教育課程の基準の改善が行われ、平成29年３月31日に学校教育法施行規則の一部が改正され、新しい

小学校学習指導要領が告示された。

　　これに伴い、その趣旨に基づいて、平成21年３月に作成した埼玉県小学校教育課程編成要領を改訂することとした。

　⑴　埼玉県小学校教育課程編成要領の作成・改訂の経緯
　　ア　昭和27年　最初の埼玉県基準教育課程小学校編の作成　（昭和26年の学習指導要領の改訂による）
　　　 　昭和26年の改訂に基づいて作成された。これを本県の実態に即して地域化し、学校で教育課程を編成する際の具体

的な手掛かりを提供した。

　　　〔注〕昭和54年改訂の際、「埼玉県小学校教育課程編成要領」と改称された。

　　イ　昭和36年　埼玉県基準教育課程小学校編の第一次改訂　（昭和33年の学習指導要領の改訂による）
　　　 　昭和33年の改訂の基本方針には、「基礎学力の向上」、「道徳教育の重視」、「科学技術教育の振興」の三つの柱が立て

られた。教科主義的な立場が改めて見直され、国民としての資質、能力という視点が大切に考えられるように示され、

この趣旨を踏まえて改訂が行われた。

　　ウ　昭和45年　埼玉県基準教育課程小学校編の第二次改訂　（昭和43年の学習指導要領の改訂による）
　　　 　昭和43年の改訂の基本方針は、「基本的事項の精選」が挙げられ、国の基準の明確化を図るとともに「年間の授業時

数を標準で示す」ことなどによって、教育課程の基準に弾力性をもたせ、社会情勢の変化に応じようとするものであっ

た。埼玉県基準教育課程小学校編も、このような趣旨を重んじて改訂が行われた。

　　エ　昭和54年　埼玉県小学校教育課程編成要領への改訂・改称　（昭和52年の学習指導要領の改訂による）
　　　 　昭和52年の改訂は、「自ら考え正しく判断できる力をもつ児童の育成」を重視し、人間性豊かな児童の育成を目指し、

指導内容を基礎的・基本的な事項に精選して、ゆとりのある学校生活の中で学校や教師の創意工夫などとあいまって、

知・徳・体の調和のとれた発達を促し、基礎・基本を確実に身に付けさせることをねらい、この趣旨を尊重し、改訂・

改称された。

　　オ　平成３年　埼玉県小学校教育課程編成要領の改訂　（平成元年の学習指導要領の改訂による）
　　　 　平成元年の改訂は、社会の変化とそれに伴う児童の生活や意識の変容に配慮しつつ、生涯学習の基礎を培うという観

点に立ち、21世紀を目指し社会の変化に自ら対応できる心豊かな人間の育成を図ることを基本的なねらいとし、この趣

旨を十分に踏まえて改訂された。

　　カ　平成12年　埼玉県小学校教育課程編成要領の改訂　（平成10年の学習指導要領の改訂による）
　　　 　平成10年の改訂では、児童の実態、教育課程の実施の状況、社会の変化などを踏まえて、完全学校週５日制の下で、

各学校が「ゆとり」の中で「特色ある教育」を展開し、児童に豊かな人間性や基礎・基本を身に付けさせ、個性を生か

し、自ら学び自ら考える力などの「生きる力」を培うことを基本的なねらいとし、こうした国の示した教育課程の基準の

趣旨を踏まえて改訂された。

　　キ　平成21年　埼玉県小学校教育課程編成要領の改訂　（平成20年の学習指導要領の改訂による）
　　　 　平成20年の改訂では、教育基本法改正等で明確となった教育の理念を踏まえ「生きる力」を育成すること、知識・技

能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視すること、道徳教育や体育などの充実により、豊かな心

や健やかな体を育成することを基本的なねらいとし、この趣旨を十分踏まえて改訂された。

　⑵　教育課程に関する法規
　　 　我が国の学校制度は、日本国憲法及び教育基本法の精神に則り、学校教育の目的や目標及び教育課程について、法令

での定めがなされている。その中で、教育課程に関する法的な規定を見ると次のようなものがあり、各学校においてはこれ

らの法令にしたがって教育課程を編成しなければならない。

　　ア　教育基本法（平成18年12月22日施行）

　　　　教育基本法では、教育の目的（第１条）が示されている。

　　イ　学校教育法（平成29年４月１日施行）

　　　 　学校教育法では、義務教育の目標が10号にわたって規定された（第21条）。その上で、小学校教育の目的（第29条）、
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小学校教育の目標（第30条）が示されている。また、同条２項は、「前項の場合においては、生涯にわたり学習する基盤

が培われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、

判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を養うことに、特に意を用いなければならな

い。」と規定している。さらに、これらの規定に従い、文部科学大臣が小学校の教育課程の基準を定めることになってい

る（第33条）。

　　ウ　学校教育法施行規則（平成29年４月１日施行）

　　　 　学校教育法の規定により、文部科学大臣は、同法施行規則において、教育課程の編成（第50条）、授業時数（第51条

の別表第１）及び小学校学習指導要領（第52条）によって、国としての教育課程の基準を示している。

　　エ　地方教育行政の組織及び運営に関する法律（平成29年４月１日施行）

　　　 　教育委員会は、学校の教育課程に関する事務を管理、執行し（第21条）、また、都道府県教育委員会は、市町村に対

し、必要な指導、助言又は援助を行うことができる（第48条）と規定されている。

　　オ　市町村教育委員会の公立小中学校管理規則

　　　 　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第33条の規定により、教育委員会は、所管する学校の教育課程の編成等

について、学校管理規則を定めている。

　⑶　埼玉県小学校教育課程編成要領の性格
　　 　各学校においては、法令及び学習指導要領に基づいて教育課程を編成し、具体的な指導計画を作成することになる。そ

の際、法令や国の基準として示されている学習指導要領だけでなく、本県教育の現状と課題を踏まえた具体的な資料が必

要である。

　　 　埼玉県小学校教育課程編成要領は法令や学習指導要領について、その趣旨を受けとめ、各学校において教育課程を編

成するに当たっての具体的な資料を示したものである。

２　埼玉県小学校教育課程編成要領改訂の経緯と方針
　⑴　埼玉県幼稚園、小・中学校教育課程検討委員会の設置
　　 　県教育委員会は、国の示した教育課程の基準の改善に基づき、本県の幼稚園、小学校、中学校における教育課程編成

要領の改訂について検討するため、平成29年度に学識経験者、保護者、市町村教育委員会関係者、幼稚園・小学校・中

学校の校（園）長、主幹教諭からなる埼玉県幼稚園、小・中学校教育課程検討委員会を設置した。

　　 　そして、平成29年７月に、「埼玉県幼稚園、小・中学校教育課程編成要領の改訂について」の方向性を示している（付

録「埼玉県幼稚園、小・中学校教育課程検討委員会報告」参照）。県教育委員会は、この趣旨を十分に尊重して、埼玉県

小学校教育課程編成要領の改訂に当たることとした。

　⑵　埼玉県小学校教育課程編成要領改訂の方針
　　　県教育委員会は、基本方針を次のように定め、改訂に当たった。

　　ア 　埼玉県教育課程編成要領の改訂に当たり、新しい幼稚園教育要領及び小・中学校学習指導要領の改訂の基本的な考

え方に基づき、本県の学校教育の現状を踏まえ、各学校において教育課程を編成する上での拠り所を示すなど、指導計

画の作成の具体的な資料とする。

　　イ 　平成29年７月28日付け埼玉県幼稚園、小・中学校教育課程検討委員会報告を尊重する。本改訂においては、「第一部

（概要編）」と「第二部（総則及び各教科等編）」の二部構成とする。

　　　ア　「第一部（概要編）」

　　　　 　新しい学習指導要領等の趣旨等について重点化しつつ、後述する「第二部（総則及び各教科等編）」の内容を端的

に分かり易くまとめたものを示す。

　　　イ　「第二部（総則及び各教科等編）」

　　　　 　小学校における総則、各教科、道徳教育（「特別の教科　道徳」を含む。）、外国語活動、総合的な学習の時間及び

特別活動について、各学校で指導計画を作成するに当たり、作成に役立つ具体的な資料を提供する。

 

　⑶　埼玉県小学校教育課程編成要領改訂の経緯
　　 　県教育委員会は、県内の学校の校長、教頭、主幹教諭、教諭及び指導主事等139名を委員に委嘱・任命し、埼玉県小学

校教育課程編成要領改訂協力委員会議を開催し、埼玉県小学校教育課程編成要領の改訂に着手した。

　　 　改訂作業は、埼玉県小学校教育課程編成要領改訂協力委員会議において、総則、各教科、外国語活動・外国語、総合

的な学習の時間及び特別活動の部会ごとに進め、細部にわたる検討を重ねた上で改訂案をまとめた。
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【付録】

埼玉県幼稚園、小・中学校教育課程検討委員会報告

平成29年７月28日　

　埼玉県教育委員会教育長

　　　　小　松　弥　生　様

埼玉県幼稚園、小・中学校教育課程検討委員会委員長　

安　原　輝　彦　

埼玉県幼稚園、小・中学校教育課程編成要領の改訂について（報告）

　本検討委員会では、平成29年６月9日から標記のことについて検討してまいりましたが、下記のような結論を得ましたので報

告いたします。

記

　本県の幼稚園、小学校及び中学校（以下「学校」という。）における教育課程編成要領については、日本国憲法の精神に則

り、教育基本法に定める教育の目的と理念及び学校教育法に定める義務教育等の目標や学校の目的に沿い、平成29年３月31日

に文部科学省が告示した教育課程の基準等に基づき、学校、幼児児童生徒及び地域の実態等に応じた教育課程が編成できる

よう改訂することが重要である。

　このため、本検討委員会は、次に示す１の「本県における学校教育の現状と課題」を踏まえ、２の「埼玉県幼稚園、小・中

学校教育課程編成要領の改訂について」に示す方向で進めることが望ましいと考えた。

１　本県における学校教育の現状と課題
　 　教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の

育成を期す営みである。また、教育には、近年顕著となってきている情報化やグローバル化の加速度的な進展など変化の激

しい社会において、自らの可能性を発揮し幸福な人生の創り手になるとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、

共に協働しながら持続可能な社会の創り手となる人材の育成がより一層求められている。

　 　このことから、知・徳・体にわたる「生きる力」を育むことは極めて重要であり、新しい幼稚園教育要領及び小・中学校

学習指導要領（以下「学習指導要領等」という。）が実施される上で、この普遍的な理念を継承し、一層の推進を図ること

が肝要である。

　 　本県では、かけがえのない「財産」である子供たち一人一人を「人財」とし、「自助・共助・公助」の観点から「埼玉教育

の振興に関する大綱（平成27年12月策定）」、「埼玉県５か年計画（平成29年度から平成33年度まで）」、「第２期 生きる力と絆

の埼玉教育プラン－埼玉県教育振興基本計画－（平成26年度から平成30年度まで）」において、学校・家庭・地域・行政が

一体となって教育を推進しているところである。また、「教育行政重点施策」のもとで、教育行政を総合的に推進するととも

に、各学校では、家庭や地域社会との連携を図りながら、創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開し、子供たちの「生

きる力」の育成を図っている。

　 　具体的には、幼児教育の充実を図るため、「子育ての目安『３つのめばえ』」の取組を推進するとともに、発達や学びの連

続性を踏まえた幼稚園・保育所・認定こども園と小学校との連携を推進している。また、「埼玉県学力・学習状況調査」の活

用や「埼玉の子ども70万人体験活動」などの取組を実施し、家庭や地域社会との連携に努めながら、知・徳・体のバランス

のとれた子供の育成を目指す学校教育を推進している。

　 　平成20年度に改訂した幼稚園、小・中学校教育課程編成要領は、様々な教育課程編成事例等を示し、これまでも、各学

校の特色ある教育課程の編成の支えとなってきた。

　 　一方、昨年12月の中央教育審議会答申「『生きる力』の育成に向けた教育課程の課題」について、現行の学習指導要領で
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は、「指　導の目的が『何を知っているか』にとどまりがちであり、知っていることを活用して『何ができるようになるか』に

まで発展していないのではないか」との指摘があった。このことは、各学校における教育課程編成の検討や工夫改善、教員

一人一人の実践においてさらなる改善や創意工夫の必要が示唆されたものであり、県内全ての教員に対して新しい学習指導

要領等の趣旨や内容を確実に浸透させる必要がある。また、冒頭述べた社会の変化とともに、人間関係や学力、体力、特別

な支援を必要とする子供への対応などにおける諸課題について解決に向けた取組が必要となる中、ベテラン教員の大量退職

とともに、若手教員の増加に伴って、これまで長年にわたり蓄積されてきた教育実践等の継承を図ることが大切である。

２　埼玉県幼稚園、小・中学校教育課程編成要領の改訂について
　⑴　基本方針について
　　 　本県における学校教育の現状と課題からも、新しい学習指導要領等の趣旨等を分かりやすく伝える必要がある。また、

教育課程編成要領の改訂は、これらの課題解決を図る好機と捉え、全ての教員が、教育課程編成要領を手にしたときに、

今後の教育の方向性や教育課程編成の手順等を容易に理解できるよう工夫することが重要である。

　　 　そこで、本改訂においては「第一部（概要）」と「第二部（資料）」の二部構成とし、「概要」は、新しい学習指導要領

等の趣旨等について全ての教員が理解できるよう重点化しつつ、後述する「資料」の内容を端的に分かり易くまとめたも

のとする必要がある。また、「資料」は、現行教育課程編成要領にある内容を、新しい学習指導要領等及び子供の現状に

照らして見直しを図った内容とすることが必要である。

　⑵　第一部（概要）で押さえる事項
　　ア　2030年の社会と目指すべき人材
　　　 　冒頭述べた社会の変化は加速度的に進展してきている。中でも、進化した人工知能が様々な判断を行うなど社会や生

活を大きく変えていく時代の到来が予測されている。

　　　 　こうした中で、子供たち一人一人が、社会に主体的に向き合って関わり合い、その過程を通して、自らの可能性を発

揮し、あらゆる他者を価値ある存在として、共に協働できるなど、幸福な人生の創り手及びよりよい社会の創り手となっ

ていけるようにすることが重要である。

　　　 　また、新しい教育課程編成要領は、2030年の社会の在り方を見据えながら、子供たちが活躍することができる将来像

を考えたものとしていくことも重要である。

　　　 　このことに鑑み、よりよい学校教育をとおして、よりよい社会をつくっていく子供たちに、こんな大人になってもらい

たいといった理想とする姿を描く必要がある。

　　イ　埼玉教育の現状と課題
　　　 　今後の埼玉教育を見通すに当たっては、これまで本県が取り組んできた教育行政施策などに対して、子供たちがどう

変容したのか、また、どんな課題があるのかなどをきちんと整理しておく必要がある。

　　ウ　学習指導要領等改訂のポイント
　　　 　新しい学習指導要領等では、「何ができるようになるか」、「どのように学ぶか」、「何を学ぶか」、「カリキュラム・マネ

ジメント」、「社会に開かれた教育課程」などのキーワードが挙げられている。これらのキーワードを踏まえ、今後の埼玉

教育の展望にも触れながらポイントを示す必要がある。

　　　 　その中で、全ての教員が新しい学習指導要領等の趣旨等について理解を深めるため、「新」と「現行」の学習指導要

領等において、何が変わったのか、継続していくものは何かを明確に示す。

　　　 　小・中学校において、「埼玉県学力・学習状況調査」は、一人一人の子供の学力の伸びを示すものであり、「何ができ

るようになるか」を改訂の趣旨等とした新しい学習指導要領等に合致するものである。当該調査や授業改善の視点を整

理した「主体的・対話的で深い学びの実現６則」など本県が進めてきた取組を教育課程の編成においてもしっかり関連

づける。

　　　 　さらに、特別な支援を必要とするなど課題のある子供への対応の必要性が増していることを踏まえ、一人一人の状況

や発達の段階に応じて、力を伸ばしていくことができるよう、校（園）内の指導体制等についても示す。

　　　 　これらを端的にまとめ、示すとともに、詳細な内容については、「第二部（資料）」で示す必要がある。
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　　エ　指導計画の作成
　　　 　各教科等の指導計画を作成するに当たり、「学習指導要領等改訂の趣旨や要点」及び「指導計画作成のポイント」等

を押さえることが重要である。

　　　　これらを端的にまとめ、示すとともに、詳細な内容については、「第二部（資料）」で示す必要がある。

　⑶　第二部（資料）で押さえる事項
　　ア　幼稚園等
　　　 　幼児期の終わりまでに育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ、幼稚園等での生

活の全体を通して、幼稚園等の教育におけるねらいが総合的に達成されるよう、教育課程の編成や指導計画の作成を行

う必要がある。

　　　 　その資料として、「幼稚園教育要領の改訂を踏まえた編成例」及び「長期・短期の指導計画の例」等を具体的に示す

必要がある。

　　イ　小・中学校
　　　ア　総則編
　　　　　 　総則編では、教育課程の編成、実施についての大枠を示す。「編成の基本的な考え方」、「編成の一般的な手順」、

「編成に当たっての留意すべき事項」及び「編成の特例」は、小・中学校の教育課程を編成するに当たっての重

要な視点であることを押さえる必要がある。

　　　　　 　また、学習指導要領改訂の基本方針である「改訂の基本的な考え方」、「育成を目指す資質・能力の明確化」、「『主

体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善の推進」、「カリキュラム・マネジメントの推進」、「教育内容の

主な改善事項」等について、教育課程を編成する際の考え方及び進め方を明確に示す必要がある。また、教育課

程については、常に評価、改善を行う必要がある。

　　　　　 　こうした考え方を示した上で、各学校の創意工夫の下、教育課程編成のための参考となる資料として、「授業時

数や日課表等の作成例」及び「教育課程編成の事例」等を具体的に示す必要がある。

　　　イ　各教科等編
　　　　　 　各教科等編では、総則編の「学習指導要領改訂の基本方針」を踏まえ、指導計画の作成、実施について示す。

「指導計画作成の基本的な考え方」、「指導計画作成の一般的な手順」及び「指導計画作成に当たっての留意すべ

き事項」は、各教科等の指導計画を作成するに当たっての重要な視点であることを押さえる必要がある。

　　　　　 　また、指導計画作成のための資料として、教科等の特性を生かしつつ、「年間指導計画例」等を可能な限り具体

的に示す必要がある。
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埼玉県小学校教育課程編成要領改訂協力委員名簿
（◎印は部会長、○印は副部会長を示す。）

【総則】 【算数】
◎可知　良之 志木市立志木第三小学校長 ◎林　　義典 北本市立中丸東小学校長
○荻原　章 行田市立西小学校長 ○平田　富美代 三郷市立高州東小学校教頭
　田辺　鉄章 深谷市立川本南小学校長 　菊地　奈津子 戸田市立美谷本小学校教諭
　秋永　恵里 蓮田市立平野小学校教頭 　新井　雅代 川島町立八ッ保小学校教諭
　齋藤　博伸 埼玉大学教育学部附属小学校副校長 　金井　大典 熊谷市立熊谷西小学校教諭
　長岡　潤 蕨市立北小学校主幹教諭 　林　　圭二郎 幸手市立さかえ小学校教諭
　熊倉　秀幸 北本市立東小学校主幹教諭 　神谷　直典 埼玉大学教育学部附属小学校教諭
　荒川　統 嵐山町立菅谷小学校主幹教諭 　岸田　初美 川越市教育委員会指導主事
　工藤　泰輔 川越市立仙波小学校主幹教諭 　新井　章弘 県立総合教育センター指導主事
　中島　悠介 寄居町立寄居小学校主幹教諭 　和田　進 東部教育事務所指導主事
　加藤　浩 皆野町立皆野小学校主幹教諭
　稲毛　保典 白岡市立篠津小学校主幹教諭 【理科】
　山口　朋幸 八潮市立大瀬小学校主幹教諭 ◎竹田　聡 越生町立越生小学校長
　瀧沢　葉子 上尾市教育委員会副参事兼指導課長 ○大山　亨 越谷市立花田小学校教頭
　野口　高志 県立総合教育センター主任指導主事 　仲尾　健 戸田市立戸田第二小学校主幹教諭
　山﨑　紀子 生徒指導課主任指導主事 　林　　和彦 横瀬町立横瀬小学校主幹教諭
　小川　哲 保健体育課指導主事 　島田　広彦 滑川町立月の輪小学校教諭
　阿相　道子 特別支援教育課指導主事 　阿部　孝洋 吉川市立栄小学校教諭
　棚澤　大輔 人権教育課指導主事 　杉山　直樹 埼玉大学教育学部附属小学校教諭

　淺野　貴之 深谷市教育委員会課長補佐兼指導主事
　戸口　智雄 西部教育事務所指導主事
　小泉　貴寛 北部教育事務所指導主事

【国語】 【生活】
◎伊藤　秀一 狭山市立奥富小学校長 ◎小川　聖子 行田市立南河原小学校長
○吉野　富夫 熊谷市立石原小学校教頭 ○石橋　桂子 春日部市立豊春小学校長
　平野　裕子 川口市立柳崎小学校主幹教諭 　新原　秀典 越谷市立大袋東小学校主幹教諭
　池田　邦彦 入間市立藤沢東小学校主幹教諭 　黒田　智子 川口市立舟戸小学校教諭
　山田　英加 寄居町立鉢形小学校主幹教諭 　中田　泰志 所沢市立若狭小学校教諭
　阿部　慎一郎 春日部市立川辺小学校教諭 　関根　千保 熊谷市立妻沼南小学校教諭
　松下　洋介 埼玉大学教育学部附属小学校教諭 　若村　健一 埼玉大学教育学部附属小学校教諭
　淺井　大貴 熊谷市教育委員会指導主事 　藤田　恵子 所沢市教育委員会指導主事
　金野　泰久 行田市教育委員会指導主事兼主幹 　増田　貴光 県立総合教育センター指導主事
　山本　直人 東部教育事務所指導主事 　市川　篤史 北部教育事務所秩父支所指導主事

【社会】 【音楽】
◎穂村　憲久 久喜市立太田小学校長 ◎関口　景子 川口市立本町小学校長
○岡田　大助 川口市教育委員会指導主事 ○清水　乃理子 行田市立北河原小学校長
　新井　祐紀 所沢市立上新井小学校主幹教諭 　荻野　智子 坂戸市立桜小学校教頭
　飯塚　健太 深谷市立深谷小学校主幹教諭 　岡野　千暁 蕨市立東小学校教諭
　向井　隆盛 行田市立中央小学校主幹教諭 　蝦　真理子 日高市立高麗川小学校教諭
　渡部　健 蕨市立中央小学校教諭 　川上　行彦 熊谷市立吉見小学校教諭
　矢島　弘一 埼玉大学教育学部附属小学校教諭 　木下　喜子 宮代町立百間小学校教諭
　市川　宝生 本庄市教育委員会指導主事 　波多江　慶太 埼玉大学教育学部附属小学校教諭
　宮澤　忍 西部教育事務所指導主事 　橋本　慎也 滑川町教育委員会指導主事
　篠田　かなえ 北部教育事務所指導主事 　柳田　加代 東部教育事務所指導主事
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【図画工作】 【総合的な学習の時間】
◎山根　淳一 戸田市立新曽北小学校長 ◎竹森　努 三郷市立戸ヶ崎小学校長
○木村　浩 熊谷市立奈良小学校教頭 ○境野　仁 深谷市立明戸小学校教頭
　岡村　勝成 八潮市立八條北小学校教頭 　坂本　信之 幸手市立八代小学校教頭
　栗城　敦志 加須市立水深小学校主幹教諭 　片桐　雅人 新座市立野火止小学校教諭
　宮澤　直美 新座市立陣屋小学校教諭 　五月女　竜也 所沢市立安松小学校教諭
　新家子 美知子 ふじみ野市立元福小学校教諭 　茂木　孝之 上里町立神保原小学校教諭
　古屋　美恵子 深谷市立深谷西小学校教諭 　小檜山　佳代子 春日部市立桜川小学校教諭
　廣田　和人 埼玉大学教育学部附属小学校教諭 　横田　典久 埼玉大学教育学部附属小学校教諭
　興野　邦孝 上尾市教育委員会副主幹兼指導主事 　神田　美佐子 久喜市教育委員会指導主事
　中　　和馬 西部教育事務所指導主事 　安東　由美子 東部教育事務所指導主事

【家庭】 【特別活動】
◎小峯　由起子 羽生市立須影小学校長 ◎木場　真理 越谷市立蒲生南小学校長
○井上　千春 川口市立東本郷小学校長 ○野村　佐智夫 富士見市立関沢小学校教頭
　影山　葉子 新座市立新座中学校教頭 　山田　絵美 上尾市立原市南小学校主幹教諭
　井上　弘江 久喜市立青毛小学校教頭 　萩原　健司 久喜市立鷲宮小学校主幹教諭
　棚村　かおり 深谷市立幡羅小学校教頭 　山形　悟 富士見市立鶴瀬小学校教諭
　柴山　朋子 桶川市立桶川東小学校教諭 　篠原　剛 深谷市立豊里小学校教諭
　石川　陽子 鳩山町立今宿小学校教諭 　田島　昌子 越谷市教育委員会主任指導主事
　大山　方住 本庄市立旭小学校教諭 　村松　淳一 白岡市教育委員会指導主事
　奥　　知子 羽生市立羽生北小学校教諭 　渡邉　淳 加須市教育委員会主幹兼指導主事
　吉田　みゆき 埼玉大学教育学部附属小学校教諭 　添野　圭介 県立加須げんきプラザ担当課長

【体育】
◎中西　健二 三郷市立新和小学校長 なお、教育局においては、次の者が作成に当たった。
○大松　武晴 越谷市立南越谷小学校教頭
　河野　裕一 埼玉大学教育学部附属小学校主幹教諭 　大根田　頼尚 義務教育指導課長
　蛯原　康平 朝霞市立朝霞第三小学校教諭 　増田　正夫 義務教育指導課教育指導幹
　尾﨑　孝之 狭山市立南小学校教諭 　日詰　恵美子 義務教育指導課指導主事（総則）
　山中　崇 皆野町立三沢小学校教諭 　竹内　徳望 義務教育指導課指導主事（総則）
　亀山　友宏 行田市立星宮小学校教諭 　橋爪　優 義務教育指導課指導主事（国語）
　森　　奈緒子 鴻巣市教育委員会指導主事 　辻　　英一 義務教育指導課指導主事（社会）
　小林　亘 深谷市教育委員会課長補佐兼指導主事 　志村　憲一 義務教育指導課指導主事（算数）
　長岡　剛 県立総合教育センター指導主事 　下妻　淳志 義務教育指導課指導主事（理科）

　小峰　元 義務教育指導課指導主事
【外国語活動・外国語】  （生活・総合的な学習の時間）
◎小林　美音 所沢市立美原小学校長 　齋藤　直美 義務教育指導課指導主事（音楽）
○石川　光里 久喜市立江面第一小学校長 　武田　圭介 義務教育指導課主任指導主事
　川田　博樹 本庄市立本庄東中学校教頭  （図画工作）
　武井　勇紀 伊奈町立小室小学校教諭 　佐藤　朋子 義務教育指導課指導主事（家庭）
　中村　博 坂戸市立城山小学校教諭 　佐藤　泰弘 保健体育課指導主事（体育）
　深澤　信也 熊谷市立別府小学校教諭 　福沢　仁恵 義務教育指導課主任指導主事
　三村　綾子 春日部市立粕壁小学校教諭  （外国語活動・外国語）
　岡村　賢一 熊谷市教育委員会指導主事 　安元　信幸 義務教育指導課指導主事（道徳）
　須澤　美和子 県立総合教育センター指導主事 　渡邉　典孝 義務教育指導課指導主事（特別活動）
　内山　真二 東部教育事務所指導主事
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　道徳教育（「特別の教科　道徳」を含む。）については、平成28年
３月に改訂した「埼玉県小・中学校教育課程編成要領（道徳）」を
一部書き換え、本編成要領の第二部（総則及び各教科等編）に掲載
した。以下、その当時の改訂協力委員を示す。

【道徳】
◎土井　雅弘 坂戸市立入西小学校長
○浅見　哲也 深谷市立豊里小学校教頭
　船越　一英 和光市立白子小学校主幹教諭
　佐藤　香織 川島町立中山小学校教諭
　芳賀　一行 本庄市立中央小学校教諭
　瀧澤　美雪 三郷市立吹上小学校教諭
　原　　卓範 川口市教育委員会指導主事
　本多　斎士 深谷市教育委員会指導主事
　鈴木　孝雄 西部教育事務所指導主事
　磯山　貴則 東部教育事務所指導主事

【事務局】
　依田　英樹 生徒指導課長
　豊田　清明 生徒指導課副課長
　上松　寿明 生徒指導課主幹
　嘉藤　央 生徒指導課指導主事
　横張　亜希子 生徒指導課指導主事
　藤間　隆子 生徒指導課指導主事

参　考
　「小学校学習指導要領」（平成29年３月告示）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　総則編」（平成29年６月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　国語編」（平成29年６月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　社会編」（平成29年６月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　算数編」（平成29年６月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　理科編」（平成29年６月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　生活編」（平成29年６月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　音楽編」（平成29年６月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　図画工作編」（平成29年６月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　家庭編」（平成29年６月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　体育編」（平成29年７月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　外国語編」（平成29年７月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　特別の教科　道徳編」（平成29年６月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　外国語活動編」（平成29年７月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　総合的な学習の時間編」（平成29年６月）文部科学省
　「小学校学習指導要領解説　特別活動編」（平成29年６月）文部科学省


